
病防第 73 号  

平成 24 年８月 24 日  

   各関係機関長 様 

                        熊本県病害虫防除所長 

    果樹カメムシ類新世代の発生状況（技術情報第９号）について（送付） 

 果樹カメムシ類について、８月上旬からヒノキ球果上の新世代虫数および予察灯誘殺数

が増加しています。果樹園へ飛来する可能性が高まっており、注意が必要です。 

                   記 

１．発生状況： 

 １）チャバネアオカメムシおよびツヤアオカメムシの予察灯における８月第１～４半旬

の累積誘殺虫数は、天草市が平年比少、合志市が平年比やや少、宇城市が平年比多で

あり、地域により差がみられた(表１)。 

 ２）予察灯における捕獲数は、いずれの調査地点でも８月第１半旬から増加している（図

１）。 

３）ヒノキ球果に寄生する新世代成幼虫数は、８月上旬から増加し、８月中旬現在、10.3

頭／５枝（平年値 2.7 頭／５枝）と平年比多であった（図２）。 

 ４）ヒノキ球果の口針鞘数は８月上旬から増加し、８月中旬現在、8.1 本／果（平年値

10.7 本／果）と平年並であった（図３）。 

 ５）本年はヒノキの球果量が多く、口針鞘数は離脱の目安となる 25 本に達していないが、

新世代の発生量は多いと考えられる。離脱が始まった場合、園地への多飛来が予想さ

れるため、今後は、園内での発生に注意する。 

２．対象作物：カンキツ類、カキ、ナシ   

３．防除上注意すべき事項： 

１）果樹カメムシ類は、主に山林のスギ・ヒノキ球果を餌として増殖する。球果の口針

鞘数が 25 本／果を超えると餌の状態が悪くなり、増殖場所から離脱して周辺の果樹園

に飛来する。 

２）カメムシ類の発生時期や飛来量は地域差や園地間差が大きい。また、同一園内でも

局在するので、園内を観察し、早期発見、早期防除に努める。 

３）果樹園への飛来や被害を確認したら、カメムシ類が移動する夕暮れ時や早朝をねら

い薬剤を散布する。防除にあたっては、必ず収穫前使用日数や使用回数を遵守する。

また、他作物への薬液の飛散にも十分に注意する。 

４）薬剤散布により、ハダニ類、カイガラムシ類が増加する場合があるので注意する。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 図１ 予察灯によるチャバネアオカメムシ誘殺数の推移 

   （左：合志市、右：宇城市） 

 

表１ 各地域におけるカメムシ類の誘殺状況(８月１半旬～４半旬の合計)

予察灯 ﾌｪﾛﾓﾝﾄﾗｯﾌﾟ 予察灯 ﾌｪﾛﾓﾝﾄﾗｯﾌﾟ

合志 309(449) 14(227) 114(188) 0(1)

宇城 1､509(173) 30(195) 757(129) 1(0)

天草 590(4,688) 4(930) 326(1,732) 1(22)

単位：頭、（　　）は平年値

ツヤアオカメムシ

地域名

チャバネアオカメムシ

図３　ヒノキ球果口針鞘数の推移
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図２　ヒノキ球果に寄生する成幼

虫数の推移（ビーティング調査）
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問い合わせ先 

  熊本県病害虫防除所 

  （生産環境研究所） 

  担当：清永 

 TEL 096-248-6490 


